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要 旨 
 
Eleanor Farjeon, an English poet, dramatist and novelist, had a strong feeling for 
and a keen interest in folklore, fairy tales, legends and myths throughout her life.  It is 
natural that many of her sources of inspiration are influenced by nursery rhymes, fairy 
tales and folklore of the countryside.  The Silver Curlew, one of her few novels, was 
rewritten from a play based on a folktale, is a re-creation rather than a retelling of the 
original tale.  In this paper I will explore how the motifs and elements of folktales are 
incorporated in The Silver Curlew compared to “Tom Tit Tot” in English Fairy Tales 
compiled by Joseph Jacobs.  I will also consider the original elements and approaches 
utilized by Farjeon, such as humor and suspense, unique and charming characters and 
lively dialogue and action. 
 
 
はじめに 
 
英国の作家エリナー・ファージョン（Eleanor Farjeon 1881-1965）の母親マーガレッ
ト（Margaret 1853-1933）は子どもたちに話をせがまれると、まじめな顔をして次のよう
に始めるのだった。 
－103－ 
埼玉女子短期大学研究紀要 第 14号 2003.03 
But the evenings she doesn’t go out, we go into the drawing-room; . . . . 
. . . , or if we ask for a story she says very seriously: 
“Once upon a time there was a Giant!  And he had Three Heads!!  And he 
lived in a BRASS CASTLE!!!”1
 
この昔話はマーガレットが子どもの頃、アメリカで有数の俳優として知られていた父親ジ
ョセフ・ジェファーソン（Joseph Jefferson 1829-1905）にしてもらった話と全く同じも
のである。 
 
Oh, Mr. Jefferson!  oh, Papa!  just one more story.  Very well, just this 
one more. 
“Once upon a time there was a Giant!  And he had Three Heads!!  And he 
lived in a BRASS CASTLE!!!  Now－Vamoose!” 
They（i.e. Margaret and her neighbor’s children）Vamoo e, . . . . s 2
 
これは英米人なら誰でも知っている昔話「巨人殺しのジャック」（“Jack the Giant-Killer”）
の一部である。ファージョンはこの思い出深い昔話を、自分の作品“And I Dance Mine Own 
Child”の中で、少女グリセルダが精神的に子どもに返ってしまっているひいおばあさんを
毎晩寝かしつける時に聞かせる話として使っている。 
 
Griselda sat down by the bed, and held her Great-Grandmother’s little thin 
hand under the quilt, and began. 
‘Once upon a time there was a Giant, and he had Three Heads, and he lived 
in a BRASS CASTLE!’3
 
このようにして祖父母から親へ、親から子へ、子から孫へと昔話は何代にも渡って語り継
がれてきた。昔話は洋の東西を問わず、あらゆる場所で目にし、耳にする。小説、詩、戯
曲などの文学作品、現代のミュージカルや映画、新聞の見出し、ニックネーム、店名や商
品名など数え切れないほど多くのものに昔話やその要素は使われ、会話でも無意識のうち
に比喩表現として用いられている。私たちの生活から昔話を切り離すことは到底不可能で
あろう。ファージョンのように、作家の父と俳優の祖父という血筋に恵まれ、本と音楽と
芝居に囲まれた子ども時代を送った作家ならなおさらである。10歳頃の彼女の専用本棚は
お伽話とギリシャ神話の本でいっぱいだったという。4 ファージョンは 1956年度のカーネ
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ギー賞と国際ハンス･クリスチャン･アンデルセン賞（1956）とリジャイナ賞（1959）を受
賞した The Little Bookroom（1955）の序文のなかで、ほこりを吸いながら夢中で本を読
みふけった子ども時代を振り返りながら、次のように語っている。 
 
It would have been more natural to live without clothes than without books.  
As unnatural not to read as not to eat.  . . . . 
That dusty bookroom, whose windows were never opened, . . . , opened magic 
casements for me through which I looked out on other worlds and times than 
those I lived in: worlds filled with poetry and prose and fact and fantasy.  . . . .  
Here, in the Little Bookroom, I learned, . . . , to read anything that can be 
called a book.  . . . .  No wonder that many years later, when I came to write 
books myself, they were a muddle of fiction and fact and fantasy and truth.  I 
have never quite succeeded in distinguishing one from the other, . . . .  Seven 
maids with seven brooms, sweeping for half-a-hundred years, have never 
managed to clear my mind of its dust of vanished temples and flowers and 
kings, the curls of ladies, the sighing of poets, the laughter of lads and 
girls: . . . . 5
 
幼児期から一切の制限なくあらゆる分野の本を読み、様々な芝居を見る機会のあったファ
ージョンの作品の多くが昔話の影響を色濃く受けているのは当然のことである。ファージ
ョンの空想と物語を書く才能のもとは民話とその語り手の手法からきている6とセイヤー
ズ（Frances Clarke Sayers）が評しているように、彼女の場合、伝承童謡や昔話がごく自
然に想像力の出発点になっていると言える。それどころか、誰もが知っている昔話や伝承
童謡も彼女の手にかかると一層魅力的で独創的な世界に変わってしまう。 
短編が中心のファージョンの作品の中では数少ない存在である、昔話を脚色した長編『銀
のシギ』The Silver Curlew（1953）を本稿ではとりあげる。昔話を脚色した作品の場合、
どの程度本来の枠をくずさずに現代風にあるいは独特にアレンジされているかが読者を惹
き付ける魅力となる。従ってファージョンの独創性溢れる魅力を様々な角度から考察する。
本稿では、現在最も忠実に伝えられてきた英国昔話と評価されているジョセフ・ジェイコ
ブズ（Joseph Jacobs 1854-1916）による『英国昔話集』English Fairy Tales（1890）の
「トム・ティット・トット」（“Tom Tit Tot”）と比較しながら分析することにする。 
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第１章 物語の舞台 
 
Eleanor Farjeonはわずか 7歳の頃に『白雪姫』の脚本を書いている。日頃から両親に連
れられて数々の芝居やオペラを見るチャンスのある子ども時代を過ごした彼女にとっては
当然のことだったであろう。出演者の登場及び退場のテクニック、役の設定、演出、台詞
回しのこつをその頃既に修得していたという7。 
1930年から 44年にかけて末弟ハーバート（Herbert Farjeon 1887-1945）とBBC放送
のための仮面劇、ミュージカル・コメディ、詩など数多くの作品を合作した。第二次世界
大戦中、二人は「子どもたちが本当に楽しめる劇」を書くようにという依頼8を受けて戯曲
『ガラスのくつ』（The Glass Slipper 1944）を書いた。この作品の 2回の上演の間にハ
ーバートが亡くなったので、1948年に上演された『銀のシギ』はファージョンが一人で書
いた作品である。どちらも昔話をもとにした三幕の本格的な劇で、にぎやかな芝居と音楽
が一体となって舞台を盛り上げている。9 残念ながら、この 2 作品の脚本は現在入手不可
能だが、同名の劇から書き換えられた物語に私たちは触れることができる。 
その物語化された 2 作品のうち、『銀のシギ』は『ガラスのくつ』に比べて、再話とい
うよりむしろ創作に近いものと言えるが、パントマイム特有のドタバタ的要素が目立つ。
それは多くの批評家が指摘しているように10、『銀のシギ』がファージョンの自制の効かな
い創作にただ一人歯止めをかけることができた弟ハーバートの死後に書かれた作品だから
である。だが、長年図書館司書を勤め、ストーリーテラーとして活躍したアイリーン・コ
ルウェル（Eileen H. Colwell）によれば、楽しさと機智に溢れ、クリスマスのパントマイ
ムによくあるドタバタ喜劇（slapstick）や品のない笑いは使われていない『銀のシギ』は
活気があり、わくわくさせ、面白くてドラマティックな劇であると高く評価される。11 い
ずれにせよ、バラット（David Barratt）が述べているように12、物語（prose version）と
しては『銀のシギ』の方が読み易い。『ガラスのくつ』は子どもにはやや難解なシンデレ
ラや王子の内面描写が多く、歌われる詩の内容も易しくない。 
『銀のシギ』の内容は「トム・ティット・トット」（“Tom Tit Tot”）という英国に伝わ
る昔話（グリムでは「ルンペルシュティルツヒェン」（“Rumpelstiltskin”）に相当する）
に基づいていると考えるのが普通である。怠け者の娘が王妃になり、王に課せられた難題
を条件付きで突然現れた小鬼（imp）に肩代わりしてもらうが、その時に交わした約束《生
まれてくる子どもを小鬼に渡す》を一年後に果たさなければならなくなり、王妃は窮地に
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陥る。しかしすんでのところで、王に秘密を知られることなく、自分も子どもも無事に助
かり、めでたしめでたしで終わるという物語の基本的な筋は昔話に従っているため、誰も
が安心して観劇あるいは読書できる作品である。聞き語りならそれで十分だが、読むとな
ると物足りない。そこでこの物語には狂気の猟師に変身した「月の男（a Man in the Moon）」
と銀のシギに変身した「月の貴婦人（a Lady in the Moon）」の話が脇筋として織り込ま
れており、この二人のお陰で小鬼の存在と魔力がクローズアップされ、それに対抗する王
妃の妹が大活躍をして王妃とその子ども（王女）が救われるというドラマティックな設定
になっている。 
“Once upon a time there was a woman, and she baked five pies.”13 と昔話の定番の言
葉で始まるジェイコブズの「トム・ティット・トット」は、いかにも昔話らしく、全く無
駄のない書き方をしている。パイを焼いた女性が何処に住んでいるのか、娘を見初める王
は何処の王なのかが不明であるのは昔話ならごく普通のことである。一方、『銀のシギ』
の舞台は英国のノーフォーク（Norfolk）で、物語の出だしは “Mother Codling lived in a 
windmill in Norfolk near the sea.  Her husband the miller had been dead for a number 
of years, . . .”14となっており、ドル（Doll）とポル（Poll）という姉妹の母親について語ら
れている。 
ジェイコブズは『英国昔話集』の「参照事項」（‘Notes and References’）の中15で、自
分の「トム・ティット・トット」はサフォークの方言を和らげたものだが、類似話はヨー
クシャー、デヴォンシャー、スコットランドなどで見られると述べている。オーピ （ーOpie）
夫妻も『昔話集』（The Classic Fairy Tales）の「ルンペルシュティルツヒェン」の解説16 の
中で、妃が小鬼の名まえを当てるときの台詞にアイルランド、サフォーク、コーンウオー
ル、スコットランドなどのバージョンを挙げている。このように英国の中でも地方ごとに
似たような話が伝わっている。その中で、ファージョンが物語の舞台にノーフォークを選
んだのはなぜだろうか。ただ単にノーフォークが、ジェイコブズやオーピー夫妻が類似話
の場所としてあげているサフォークの隣の州であるからというわけではあるまい。アナベ
ル・ファージョン（Annabel Farjeon 1919-）は伯母ファージョンについての伝記 Morning 
Has B oken（1986）の中で、「物語はノーフォーク州の『ルンペルステルツヒェン』に
基づく」
r
17と書いているが、その根拠については触れていない。おそらく「月の男」の存在
によるものと考えられる。英米の文学作品によく見られるように、ファージョンもこの人
物を伝承童謡から採っている。 
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The man in the moon 
Came down too soon, 
And asked his way to Norwich; 
He went by the south, 
And burnt his mouth 
With supping cold plum porridge.18
 
上記の伝承童謡に出てくるノリッジ（Norwich）はイングランドのノーフォーク州の州都
で、教会や塔の多い古い歴史を持った都市で、森が多く、麻に関する産業は 14世紀頃に始
まったという。まさに物語にぴったりの場所である。ノリッジは 11世紀に建てられたとさ
れる大聖堂で有名である。その大聖堂（Norwich Cathedral）で、ノルケンズ王（King 
Nollekens of Norfolk）と王妃ドルの間に生まれた王女は洗礼を受け、ジョーン（Joan）と
命名され、物語の主筋は終わる。そして物語の最後の章「貝は歌う」（‘The Sea-Shell Sings’）
でファージョンはこの伝承童謡の歌を（変形だが）再び取り上げ、脇筋も完結させている。
〔第４章“Charlee Loon”では歌の内容を散文体で説明している。〕 
 
The Man in the Moon 
Came down too soon 
To ask his way to Norwich. 
He went to the south 
And burned his mouth 
By eating cold plum porridge. 
 
Every child in Norfolk knows that one.  Poll had known it all her life.  But 
tonight her shell was singing rhymes about the Man in the Moon that Poll had 
never heard before. 
 
He hears the bells of Norwich Tower, 
He hears the big bells sing 
Like music ringing from a flower 
In Anglia in spring. 
The moony mountains have no song 
So bright and bold, so sweet and strong, 
The Man in the Moon must go along 
To find the bells that ring.   (p.164.) 
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上記のように、ファージョンは自分で歌の続きを 4 ページに渡って書いている。その歌の
中で、月の男と貴婦人がどのように地上にやってきたのか、なぜ変身したのか、そして再
び元の美しい姿に戻って月へ帰っていくというストーリーをポルと読者だけに聞かせるの
である。知りたがりやのポルと自分たちだけが聞くことができるというのは、ポルと同じ
ように好奇心の強い子どもの読者を満足させる。 
『銀のシギ』ではなぜ母親は昔話通りパイではなく、ダンプリング（パンまたはプディ
ングのようなもの）を焼くだろうか。ダンプリングはノーフォーク・ダンプリング（Norfolk 
dumpling）のことを指し、ノーフォーク独特の食べ物をファージョンが用いたことに英国
人ならすぐに気づくであろう。また、ダンプリングと韻を踏むコドリング（Codling）が主
役の姉妹の姓であること、母親の Mother Codling がダンプリングの持つ意味、すなわち
「ずんぐりむっくりした人」であることも細かい演出である。たとえこうした知識がなく
ても音の心地よさは十分伝わるはずである。 
  
 
第２章 ユニークな登場人物たち 
 
多彩な登場人物たちとナンセンス 
 
『銀のシギ』はもともとはクリスマス期のパントマイム用に子どものために作られた作
品19のため、登場人物が昔話に比べて大勢いるのは納得できる。しかもそれぞれに名まえが
つけられている。昔話では娘、その母親、王、小鬼が主要人物で、あとはその他大勢（例
えば王の家来や王妃の召使など）となる。しかもその 4人を表す英語は、the girl（または 
she）、a woman、the king、that（またはthe impetあるいはthe little black thing）で、
最後に明かされるTom Tit Totを除いて固有名詞は全く使われない。 
パントマイムの『銀のシギ』ではヒロインは昔話同様、王妃ドルとされているようだが20、
物語で最も注目すべき人物はおっとりした王妃ドルではなく、姉と姪を救うべく大活躍す
る王妃の妹ポルである。ナンセンスな言動で周囲を困らしてばかりいる二重人格のノルケ
ンズ王は準主役として見なされる。脇を固める人物達もしっかりと書き込まれており、王
を子ども扱いする小柄で年老いた乳母のナン（Mrs. Nan）、ドルとポルの堂々たる体型の
母親と 4 人の田舎者の兄弟たち、悪役の小鬼（imp）のトム・ティット・トットとその手
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下、森に住む不思議な魔女など、読み終わっても忘れられる心配がないほど皆個性的であ
る。物語は少女ポル、王妃ドル、ノルケンズ王（愛称はノル）の 3 人を中心に展開するの
だが、3 人とも欠点だらけの人物であり、大勢の脇役の人物たちも皆憎めない愚か者たち
であることが読者に親近感を抱かせる。さらにタイトルになっている「銀のシギ」は月の
貴婦人の変身した姿であり、彼女と月の男のお陰でポルは小鬼のトム・ティット・トット
を負かすことができるのである。初めはその存在の意味が曖昧だった月の男と銀のシギも、
物語が進むに連れて次第にその重要性が見えてくる。そして物語の終盤で二人の真の姿が
明らかにされると、本筋と脇筋がぴったり合流するのである。 
登場人物の多彩さに加えて笑いとユーモアがこの作品の特徴である。日常生活でユーモ
アを愛したファージョンは、ごく自然に作品の中にもナンセンスを織り込んでいる。彼女
にとって純粋なナンセンスとは菓子とビールの一部であり、空に向かって開いている窓の
一つであるという。21 そしてコルウェルが述べているように、おかしさと明るさも彼女の
才能の一部である。彼女はからかったりふざけたりしていても、そのユーモアは人を傷つ
けるような悪意のあるものでは決してない。読む側に伝わりやすく、緊張をやわらかくし
てくれる。22 ファージョンの描くユーモアはお伽話の世界と現実の世界が混じり合うとこ
ろで見られる。一例をあげてみよう。ノルケンズ王は小鬼のトム・ティット・トットに王
妃や王女を取られまいとして、以下のように申し出る。 
 
‘Give you my baby?  Give you my Doll?  Anything－anything－anything 
but that!’  He (i.e. Nollekens) rushed up to the Imp saying, ‘Look here!  
Here’s my crown!  Here’s my sceptre!  Here’s my penknife with three blades!  
Take them and be gone, you little black Imp!’ (p.147.) 
 
王冠と笏は伝統的な王の持ち物であり、昔話における王の証、言いかえればお伽話の象徴
のようなものでもあるが、三枚刃のペンナイフは余りにも現実的でしかも一般大衆向けの
安価な品である。この奇妙なアンバランスが何とも言えない滑稽さを生み出す。同様な王
のナンセンス的発言は王女の命名式の贈り物を何かと問われる場面でも見られる。真珠の
ネックレスではないかという周囲の期待を大きく裏切って、「安全剃刀の刃のセットを 7
枚」だと王は得意げに言うのである。王女への贈り物として情けないほど実際的で現代的
である。さらには、何度周りが注意しても王が王女を王子と間違える場面もまた滑稽で、
読者の笑いを繰り返し誘う。 
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この想像的なものと実際的なものが結びつくナンセンスは、妖精も悪魔も庶民も王族も
共存するファージョンの物語の特徴でもある。『ガラスのくつ』では台所の道具と妖精が
対等に会話を交し、共にシンデレラの身を案じる程である。これは後でとりあげる昔話の
一要素である一次元性と見なすことが可能である。 
 
ヒロインは二人で一人 
 
昔話の「トム・ティット・トット」には王妃の妹はもちろんのこと、その兄弟たちも登
場しない。王妃は「根っからの怠け者」（ジェイコブスでは“she’d always been such a 
gatless girl, . . . .”（J p.3）とある）で楽天的であるが、小鬼に出された名まえ当てという
難題を解決すべく、たった一人で奮闘する気丈さも兼ね備えている。名まえ調べに家来を
大勢使ってもそれは数には入らない。一方、『銀のシギ』の王妃は素直で優しい心をもっ
た美しい 18歳の乙女で、おっとりとした楽天家の怠け者である点は昔話の王妃と同じだが、
自分で難問を解決することなど到底不可能な人物である。マックス・リュティ（Max Lüthi 
1901-91）によれば、昔話の人物の外見は長々と述べられる事はないが、心の中もまた詳
しく述べられることはない。23 しかし、ファージョンはドルの美しい外見も性格も丁寧に
描いている。 
 
Doll Codling was a blooming wench of eighteen, as buxom as a cabbage-rose, 
and as sweet.  She had a skin like strawberries and cream, hair like a 
wheatfield in August and big blue eyes, soft and shining like the summer sea. 
As well as good looks, she had a good temper and a good heart; indeed, she had 
only one fault.  Doll Codling was as lazy as a sloth, that spends its life 
hanging upside-down on a tree.  . . . .  What she liked doing was to sit with 
her hands in her lap, dreaming about what would happen next. (p.2.) 
Doll had never been one to chatter.  She was too lazy even for that. (p.12.) 
 
ドルがいかに怠惰な性格の持ち主であるかは、物語の展開とともにより明らかにされてい
く。昔話の展開と同様に、娘がダンプリングを 12個平らげたことを恥じた母親は王の問い
にどぎまぎしてしまう。代わってポルが急場しのぎにうっかり「30分で麻糸のかせを 1ダ
ース紡いだ」（“The whole round dozen of skeins spun in half an hour.” p.42）と嘘を言
ってしまう。それを聞いた王はドルを花嫁にしようと決意し、その力を試すため、台所に
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山のような麻を入れ、ドルを閉じ込める。もし 30分で糸が紡がれていれば結婚、できなけ
れば死刑（首切り）と言われ、一人取り残されたドルは悲劇のヒロインらしく嘆くのだが、
その嘆き方にも怠け者の実態をみることができる。死刑になるかもしれないという人生最
大のピンチに立たされても呆れるほど何も手を打たないのである｡ 
 
‘. . . . Well, if I can’t, I can’t.  I shan’t so much as try.  I may as well enjoy 
my last half-hour in idleness.’  . . . .   She . . . sobbed and sighed. (p.52.) 
 
人間なら誰でも怠けたいと思う心の緩みがある。しかしここまで怠惰な性格が徹底してい
るとかえって潔さを読者は感じ、繕うことなくはっきり本音をもらすドルに好感を抱く。 
物語では、昔話同様、困った時には助けがどこからともなく現れる。その助けとなる異
次元の存在に対して、主人公は次元の違いを感じていないというリュティ論24にあるように、
ドルは小鬼の出現にまったく驚かない。 
 
The fire on the hearth began to crackle and spit.  Something popped out of 
it just at Doll’s feet.  Thinking it must be a live coal she stooped to stamp it 
out, and what should she see but a little black imp with a long pointed tail, 
peering up at her.   
‘What are yew cryin’ for?’ asked the Imp. 
‘What’s that to you?’ asked Doll. (p.52.) 
 
ドルは突然現れた小鬼に助けてもらって王と結婚するが、そのとき小鬼に出された条件《一
年後にやって来たときに小鬼の名をあてなければ、小鬼のもとへ行く》も何とかなるとの
んびり構えている。 
 
ジェイコブズ： Well, she thought she’d be sure to guess that’s name before 
the month was up.(J p.5.) 
 
ファージョン： ‘. . . .  A year’s a long time, and nine’s a lot of guesses.  I 
reckon there can’t be much more than nine names all told.  I 
reckon I’ll guess yours in one of them.’ (p.55.) 
‘ . . . .  So I think, a year’s a long time, I think, so yes, I 
says.  . . . . ‘ (p.87.) 
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上記の比較からもわかるように、当然のことながらファージョンは昔話の台詞を膨らませ
ている。さらに、ファージョンは以下にあげるドルと小鬼に間で交わされる滑稽な会話を
付け加えている。 
 
‘Get on with it do, you nasty little object,’ said Doll.  ‘Time’s running out.’ 
‘Time’s nothing to me,’ said the Imp.  ‘Jest yew shut yar eyes and goo to 
sleep.  That is, if yew can.’ 
‘I always can,’ yawned Doll, and went to sleep on the spot. (p.55.) 
 
ここではドルの呑気さを読者に強く訴えている。この呑気ぶりには小鬼も内心驚いたので
はないだろうか。ここまでくると、楽観的というより能天気である。だがその極度の度胸
のよさがあるからこそ、小鬼にも望まれたのであろう。 
ドルは確かに美人だが、その怠惰ぶりはすさまじく、並みならぬ度胸のよさを持ってい
る。一般に昔話では何事においてもその程度を大袈裟に語らないと聞き手の心には残らな
い。ファージョンはその昔話の特徴《極端性》25を最大限利用して、ドルの性格や行動を誇
張して描き、物語を面白くしていると考えられる。舞台に登場する人物ならなおさらであ
る。 
さて、これほどの怠け者が城内で上手くやっていけるのはなぜだろう。この種の昔話で
は王や王妃の権力が絶対だったからなのか、玉の輿に乗った王妃が民に嫌われたとは一言
も書かれていない。しかしよく考えて見れば、王妃には労働する必要がないのだから、怠
け者であってもかまわないのである。ドルも怠け者である以外は、特に問題はないと思わ
れる。ドルは楽天的だが、決して無神経ではないし、横柄な態度もとらない。むしろその
優しい人柄から皆に愛されている。 
 
And she was so pleasant-mannered, and so pleasing to look at, and so pleased 
with everything and everybody, that it was a pleasure to serve her.  . . . .   
Every morning at eleven o’clock John the butler came up from his cellar with a 
glass of sherry wine, and Megs ran in from her dairy with a mug of rich milk, 
and, not to hurt their feelings, Doll drank them both. (p.60.)  
 
驚くほど不精でのんびりした性格でありながら、召使たちを傷つけないように気をつける
細かい配慮を持っていることに多少違和感はあるが、そのアンバランスな魅力故に、ドル
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はナンセンスな言動をとるノルケンズ王の相手にふさわしいのかもしれない。しかもその
配慮がミルクとワインという飲み物にあることから、食い意地の張ったドルには何でもな
いことなのだろうと想像すると、一層面白さが増す。 
ドルの優しさは、気難しい王を独身だったときより二倍もつきあいやすくさせたほどで
あるが、赤ん坊のあやし方に最もよく現れている。ドルは糸紡ぎはできないが、赤ん坊の
世話はまるで一生それをやってきたかのように上手で、母親や乳母があれこれ助言しても
動じず、自分の思い通りにやってのける。もともと度胸はあったが、それに加えて母は強
しである。つまり、子どもを出産することで、それまで自己中心的だった少女が人を思い
やる愛情深い母親に成長したとも解釈できる。だからこそ、怠け者で不器用な王妃でも決
して憎まれず、周囲の人間に愛されるのであろうし、災難に巻き込まれるドルの境遇に読
者は同情を寄せるのだろう。 
このような度胸のよさと潔さという長所がドルにあることを忘れてはならない。先にと
りあげた例が示すように、小鬼の前でぐっすり眠ることができるのは怠惰というより度胸
である。昔話では王は最後まで小鬼のことを知らずにいる。ところが、『銀のシギ』では
ドルはいよいよというとき、すべてをまず妹のポルに、それから母親にも王にも、つまり
周囲のすべての人間に打ち明ける。ドルは自分が 12かせの糸を紡いだのではなく、ダンプ
リングを 12個食べたこと皆の前で告白するのである。するとノルケンズ王は自分がドーナ
ツを 12個食べた時に薬を服用したことを思い出し、感激する。この王の喜びはいささか馬
鹿げているが、実際には、皆の前ですべてを打ち明けるドルの勇気に感激したのではない
だろうか。 
一般に昔の女性はしとやかで奥ゆかしく、泣いてばかりで表には出ないと思われがちだ
が、昔話には現代女性も顔負けの大活躍をするヒロインが登場する。眠り姫や白雪姫は他
力本願の受身の姿勢を崩さないが、「モリー・ウァッピー」（“Molly Whuppie”）、「く
るみ割りのケイト」（“Kate Crackernuts”）、「い草の頭巾」（“Cap o’ Rushes”）26など
のヒロインたちはたった一人で巨人や魔法や過酷な運命と闘って幸せを手にいれる。ドル
もポルもこの系統の女性といえるだろう。もっともドルは告白する勇気はあっても外へ出
て闘う勇気はない。これは乳児をかかえている弱みがあるからだろう。それに対して、妹
のポルは小鬼の住処である森の中へ入って行く勇気を持っている。姉のために命をかけて
全力を尽くすポルと全てを失う覚悟で皆の前で真実を告白するドル、この姉妹の勇気は二
人の数少ない類似点であると同時に、昔話の伝統を引き継いだ女性の証とも言える。 
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今度はポルに焦点をあててみよう。ポルは末っ子で 12歳、以下の引用が示すように、ド
ルと全く違った性質の子どもである。 
 
Poll was quite another cup of tea.  . . . .  She was brown as a nut, bright as 
a button, sharp as a needle and inquisitive as a kitten.  She had never 
stopped asking ‘Why?’  This is a habit all children grow into, and some grow 
out of; Poll Codling was one of those who didn’t.  She wanted to know, and 
was restless till she had found the answer; . . . .  (p.2.) 
 
ポルの好奇心は子どもなら誰でも持っているものだが、それを欠点としてファージョンは
巧みな比喩表現を用いて誇張している。これはドルの怠惰さ、別な言い方をすれば楽観主
義と対比させるためでもある。 
ポルの優しさは、小鬼に捕まって怪我をした銀のシギの世話と看護を一年間していたと
ことで十分に伝わる。その銀のシギが、姉に代わって小鬼を捜そうとするポルを月の男で
あるチャーリーのもとへ連れて行き、物語は解決へと大きく展開するのである。怪我をし
た動物を助けることが自分たちに降りかかった災難を解決するという運命は昔話のもつ要
素であり、一件回り道のように見えても実は物語の展開に無駄がないという昔話の典型で
もある。ポルの勇気は、全てを告白した姉に代わって自分が小鬼の名を見つけるのだとい
う台詞 “Then I’ll find out his name.  I will.  I’ll find out his name.”（p.88.）に見られる
が、この時点ではどんな苦難が待ち受けているかもわからないことから、知らぬが仏とい
った感もある。チャーリーの話を聞いて、小鬼の名を捜しに魔の森へ行く決心をした時は
勢いも手伝って勇気が出たのかもしれない。 
 
She (i.e. Poll) thought of the baby, . . . .  She felt fierce and determined 
against the imp who wanted her baby.  But suddenly she seemed to hear him 
chuckling again inside the bale of flax, and her fierceness dwindled in her, and 
she said in a small voice, . . . . (pp.103-04.) 
 
人のやる気というのはその勢いが高まったかと思うと、些細なことでたちどころに萎んで
しまうものである。上記のような心理描写は昔話では決して描かれない。それだけに現実
感があり、ポルが身近な少女に感じられる。同様な描写は全てが上手く行った時にもみら
れる。以下に挙げるように、すんでのところで問題が解決するというのは昔話的27だが、そ
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の瞬間ポルは緊張が解けて気がゆるんでしまう。その場面はまさに現実感に溢れている。
昔話のルールから逸脱してしまうが、強いようですぐに弱さを見せることによって、自分
たちと変わらないどこにでもいる人間という好印象を読者に与えるのである。 
 
. . . , Poll, all her fierceness gone, sat rocking the baby to and fro in her arms, 
sobbing, . . . . (p.157.) 
It seemed to Poll she would never stop blubbing again, so choked was she 
with all sorts of feelings she couldn’t have explained if she’d tried. (p.158.) 
 
ドルが出産という体験を通して成長するように、ポルも小鬼たちという悪との激しい闘い
で、機智に富んだ思いやり溢れる少女に成長する。 
このようにドルとポルを分析すると、二人は本来の昔話なら一人の主役に相当するもの
と思われる。言い換えれば、ドルとポルを合わせて昔話の一人前のヒロインとみなすこと
ができる。共通点はあるものの、タイプの違う姉妹だからこそ、またよく似た二人の名前
からも、二人は一人の人間の相反する二つの面の現れと考えられる。これがもし昔話通り
王妃一人なら、王妃は完全無欠の人間で面白くない。二人に分かれることで欠点も誇張さ
れ、より強く観客や読者の共感を呼ぶのである。経済観念は薄いが子どもへの愛情が豊か
なドルは、ドルと同じように若くして母親になったファージョンの母親マーガレットの面
影を持っている28とも考えられるが、ドルもポルもファージョン自身の分身たちと捉える方
が自然であろう。 
 
愚かな王と世話やき乳母 
 
昔話の「トム･ティット・トット」では王の存在感は薄い。主役は王妃であり、準主役は
小鬼トム･ティット・トットであるからだ。しかし、ファージョンはドルとポルに次ぐ、場
面によっては中心となる登場人物としてノルケンズ王を描いている。王は二重人格で、我
儘で、甘ったれで、弱虫で、しかも頭の回転がかなり鈍い。この性格は彼が庶民ではなく、
王だから余計に目立つのである。もともとはパントマイムであることも王のオーバーな言
動の起因となっていると言える。そのノルケンズ王を演じた一人がファージョンの当時の
恋人で、ノルケンズと同じ二重人格者であったことは注目すべき事実である。その俳優デ
ニス・ブレイクロック（Denys Blakelock）は牧師の息子で、同性愛者であり、カトリック
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教徒でもあった。29 ファージョンは彼の人格について“his nature, one side of which was 
so gay, intelligent and sweet, the other so racked with egotism, spite and guilt.”30と分析
し、そのことをブレイクロック自身も認めていた。その彼がノルケンズ王を楽しく共感を
持って演じなければならない性格の人だ31と自覚していたことは興味深い。 
 
Nollekens (Nolly for short) was a cry-baby King of indeterminate age, who 
went about with his Nanny, and had a double nature of which he was 
inordinately proud.  . . . .   
When he was horrid he would stamp his foot and cry and chop off people’s 
heads, which delighted the children in the audience.  The character of 
Nollekens was beautifully drawn and represented the childlike element which 
remains in most of us all our lives.  Eleanor always used to say she might 
have written the rôle especially for me.32
 
上記のブレイクロックの記述によれば、王の役をファージョンは彼のために書いたことに
なるが、現実にはロンドンにおける再演でブレイクロックは王を演じたのである。 
王の二重人格は以下にあげるようなナンセンスなコメディを創り出している。 
 
The trouble about Nollekens was his nature.  In fact, both his natures, for 
he had two of them.  It all depended on which foot he put out of bed first 
when he got up.  If he got out on his right foot he was gay and generous, and 
full of enthusiastic plans; . . . .   But if he got out on his left foot, look out for 
fireworks!  He banged about, poked into everything, and flew into tantrums 
at the least provocation. (pp.25-26.) 
 
性質なら持って生まれたものなのに、ベッドから出す足で決まるのはおかしな理屈である
が、もともとがパントマイムである作品で心理学や性格分析を論じてもナンセンスである。
滑稽な行動は滑稽な理屈が原因で生じる方が、笑って楽しむ喜劇には自然なのである。さ
らに、その理屈により、王の癇癪や二重人格は王が望んだことではなく、王は本来は良い
性質なのだということを暗に仄めかしているのである。もともと英国には起床時の足の出
し方とその日の気分は関係があるという言い伝えがあるのか、Pamela L. Travers
（1899-1996）のMary Poppins（1934）のマイケルも似たような体験をしている。ある朝、
目が覚めた時からおかしな気分がしていたマイケルは、その日一日中ろくなことがなく、
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悪い事ばかりしてしまう。その原因は「ベッドの悪い方の側から起きた」からだとメアリ
ー・ポピンズは教える。33 メアリー・ポピンズも乳母であるから、世話をされているマイ
ケルはノルケンズ王と同じ立場にある。 
物語では、癇癪を起こすと手につけられない王を叱って落ち着かせることのできる人物
は乳母だけである。王は 21歳と設定されているが、乳母に叱られるときはまるで小さな男
の子である。その様子を見たり読んだりした子どもが大喜びすることは間違いない。以下
のように、叱られるのが庶民ではなく、大人の王というのが子どもにとってはたまらなく
愉快なのだ。 
 
‘Stop it!’ cried Nan . . . .  ‘Stop it, I say, or I’ll get down and spank you.’  . . . .  
‘Go straight into that corner,’ commanded Nan, ‘till I tell you to come out.’  
Nollekens shuffled to the corner and stood there with his face to the wall.  
(p.30.) 
 
‘Go straight to your room,’ said old Nan in her sternest voice, ‘pull down the 
blinds, stand in a corner and count a-thousand-and-one.’  
Nollekens shuffled to the door, hanging his head.  (p.80.) 
  
実生活では、王にあたるブレイクロックに対して、ファージョン自身は乳母であったと
いう。 
 
My (i.e. Blakelock’s) life was a constant struggle to bring these two warring 
halves together, and no one did more to help me in the painful process of 
integration than Eleanor, with her love and gentleness, her wisdom and her 
patience.34   
 
上記のように、ファージョンは癇癪を起こしたり、落ち込んだりするブレイクロックを慰
め、励まし続け、生活面の面倒も長期間（なんと 14年間も）みていたのである。彼がその
激しい気質を自分で抑えることを学んだのもファージョンのお陰だった。35 ファージョン
の寛大な優しさには圧倒されるが、芝居と現実が微妙に重なるあたりは興味がそそられる
部分である｡ 
ところで、乳母のナン夫人は大活躍する主役のポルが相手でも容赦しない。王に対して
と同様に、叱るときは叱るのである。 
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True, he (i.e. Nollekens) had a little dust-up with Poll now and then, when 
they disagreed about something and started contradicting and calling names.  
But old Nan kept a sharp eye on them, punished them when she thought it 
was good for them and made them ask each other’s pardons before the sun 
went down. (pp.60-61.) 
 
Old Nan pounced on her (i.e. Poll). ‘You too!’ she commanded.  ‘You’re no 
better than he is. A-thousand-and-one, mind, the pair of you. And no 
skipping.’ (p.80.) 
 
今の社会では、このように他人の子どもをしっかり叱ることのできる乳母は貴重な存在で
ある。また、少女の立場で王と対等にやりあいながらも、乳母に容赦なく叱られるポルに
読者の親近感がより集まるという効果もある。 
ノルケンズ王は概ね愚かだが、時おり鋭い一面も見せる。昔話の王は、娘の大食いを恥
じてついた母親の嘘《うちの娘が五かせも糸を一日で紡いだ》をあっさり信じてしまい、
すぐに結婚する。しかし、ノルケンズ王は結婚前にドルを多量の麻と共に台所に閉じ込め、
ポルの話《ドルが 30分で麻糸のかせを 1ダース紡いだ》が本当かどうかを確かめる。癇癪
を抑えられない子どものような王にしっかりと理屈に合った一面があるのは興味深い驚き
である。 
子どもが成長して親のもとを離れていくように、乳母が最後まで王の面倒を見るわけに
はいかない。乳母は王の保護者であり、母ともいうべき存在である（物語には王の両親は
出てこないことから、すでに死んだものと考えられる）が、王も一人前の男なら母から妻
へ心を向けなければならない｡ 物語では徐々に王妃へその立場が移っていく。それが自然
の流れである。王がどんな愚かな王でも王妃を望むのは当然のことで、未来の王妃とはい
え、貧しい娘の家のそばを王がなぜ通りかかったのか、当然のことながら昔話ではその説
明など必要ない。しかしファージョンは、王は乳母を安心させたいから、しかも癇癪を起
こして国中の麻布を使い切ってしまったため、ノーフォークで一番の糸紡ぎ娘と結婚する
決心をしたと、いささかこじつけ的な、いわばナンセンスな結婚理由を丁寧に書いている。
このあたりもまた喜劇の要素である。 
ところで、現実の王と乳母にあたるファージョンたち二人はどうなったのか。実はこの
作品が書かれた後に、ブレイクロックは 7 年間も荒れ狂うほど激しい恋に突然落ちてしま
い、寛大であったはずのファージョンは嫉妬に苦しみ、二人の友情は損なわれてしまう36と
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いうのだから、現実の方が遥かに厳しく残酷である。しかし、やがて二人の関係は外面的
には元に戻ったとされており、1955年出版のThe Little B okroomはブレイクロックに奉
げられている
o
37。 
 
 
第３章 異次元の登場人物たち 
  
小鬼トム・ティット・トットの存在価値 
 
グリムではルンペルシュティルツヒェン、ジェイコブズではトム・ティット・トットの
小鬼（imp）の存在も、ファージョンの物語では大きく膨らんでいる。まず、トム・ティ
ット・トットの姿について、ジェイコブズとファージョンの描写を比べてみよう。 
 
ジェイコブズ： . . . all of a sudden she heard a sort of a knocking low down on 
the door.  She upped and oped it, and what should she see 
but a small little black thing with a long tail. (J p.3.) 
That was grinning from ear to ear, and Oo! that’s tail was 
twirling round so fast. (J p.7.) 
 
ファージョン： Poll saw the queerest creature she had ever set eyes on 
darting about the beach with a bird in its mouth.  The 
creature was very thin, with wiry black fur sticking up in tufts 
on its bones; it had a ragged tail, pointed ears, red eyes and 
curving steely claws.  Between its hideous jaws the 
struggling bird gleamed like sliver. (p.20.) 
 
上記のファージョンの描写は厳密には小鬼の手下だが、トム・ティット・トットの姿と同
じと考えてよいだろう。ジェイコブズが体色と尻尾にしか触れていないのに対して、ファ
ージョンは体型、体毛、耳、目、足の爪まで丁寧に描いている。以下の描写は王妃ポルの
前に現れたトム・ティット・トットの姿である。今度は親指まで、さらに、彼の好奇心の
強い性格や威張った様子まで読み取ることができる。 
 
The fire on the hearth began to crackle and spit.  Something popped out of 
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it just at Doll’s feet.  Thinking it must be a live coal she stooped to stamp it 
out, and what should she see but a little black imp with a long pointed tail, 
peering up at her. (p.52.)  
 
‘ . . . .  Look at those!’  He spread out his fingers and held up two broad black 
thumbs under Doll’s eyes.  ‘Them’s spinnin’ thumbs,’ he said 
conceitedly.  . . . .   And he puffed out his chest with conceitedness till it 
seemed fit to burst.  ‘I’m the Spindle-Imp, I am.’  He twirled so fast that Doll 
almost lost sight of him. (p.53.) 
 
昔は誰もが悪魔の存在を信じていたから、ジェイコブズの昔話には詳しい説明は不要で
あったのだろう。しかし、現代の子どもは悪魔に対するイメージが弱いため、作者は具体
的に描かなくてはならない｡ファージョンの細かい描写から、小鬼のグロテスクな姿が浮か
び上がってくる。ジェイコブズの場合は小鬼に使う色は黒一色だが、ファージョンは目を
赤くすることによって、印象がよりはっきりする。また、悪魔が一匹狼では存在感が弱い。
手下がいる大きな存在であればあるほど、悪を倒すのに時間と知恵が必要になり、その悪
を倒す主人公に対する拍手喝采はより大きくなる。ファージョンの小鬼は見かけは小さく
ても、同じような姿をした数名の手下やクモ母さん（the Spider-Mother）を配下に従え、
魔の森という領地を所有する存在感の大きな手ごわい相手－“He’s the black power of the 
Witching-Wood,”（p.99）－である。 
ヒーローやヒロインには冒険や闘いが求められる｡姉と姪（王妃と王女）を救うために勇
敢にも魔の森（つまり敵の陣地）に入っていったポルと月の男のチャーリーは糸紡ぎの小
鬼に捕まり、巨大なクモの糸で縛りあげられるという窮地に陥る。命が危険にさらされる
ところまでいかないと秘密《小鬼の名前》を知ることはできないのである。ユーモアや笑
いが多い前半に比べると、絶体絶命とも言うべきシーンのある後半には読む側にも力が入
る。 
小鬼の最後の描き方も興味深いポイントである。ジェイコブズは淡々と必要最低限の内
容だけを述べている。 
 
Well, when that heard her, that gave an awful shriek and away that flew into 
the dark, and she never saw it any more. (J p.8.) 
 
一方、ファージョンは小鬼が受けた精神的ショックと断末魔の叫び、消滅していく様子を
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詳細に描いている。そこには外面だけでなく、内面の描写もある。昔話ではあり得ない登
場人物の心理描写を悪役にまでファージョンは与えている。 
 
. . . ; but now, as he crouched before her (i.e. Poll), he knew the game was 
up.  . . . .   Tom Tit Tot covered his face with his hands, and yowled. (p.156.) 
 
Each time his name was uttered the Imp crouched lower, and yowled more 
dreadfully.  . . . , there was a bang and a flash and a fizzle, and the 
Spindle-Imp disappeared out of their lives for evermore.  Only a little black 
smudge was left to show where he had cowered on the carpet. (p.157.) 
 
上記のファージョンの描写を順を追って並べてみると、映画のクライマックスを見ている
ようである。しかし、昔からの伝説に見られる叙述が昔話以上に具体的に書かれている点
は見逃せない。筆者による上記の引用の下線部は、悪魔が追い払われ、地中に姿を消した
後に残るとされている情景と見なされるものであるが、以下にあげる Katharine Briggsに
よる British Folktales and Legendsの中の“The Devil at Little Dunkeld Manse”の最後の
一節とよく似ている。 
 
With that the stranger gave a most awesome shriek, and leaped out of the 
window, and vanished into the earth, and his coach and six [horses] with him.  
And outside Little Dunkeld Manse there is a black spot of earth where they 
say no grass will grow to this day.38
 
ここで,ジェイコブズ以上に昔話の要素を織り込んでいるファージョンのさりげない工夫
によって、この物語が英国民話の伝統を引き継いでいることが改めて感じられる。 
次に小鬼が王妃に出す条件を比べてみよう。淡々と述べるジェイコブズの小鬼に比べる
と、ファージョンの小鬼は Dollをじらそうと、なかなか支払い条件を言おうとしない。相
手に気を持たせ、自分のペースに引っ張っていく小鬼のやり方はずるいが、なかなかの知
恵者であることが伺える。 
 
ジェイコブズ： “What’s your pay?” says she. 
That looked out of the corner of that’s eyes, and that said: “I’ll 
give you three guesses every night to guess my name, and if 
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you haven’t guessed it before the month’s up, you shall be 
mine.” (J p.4.) 
 
ファージョン：‘I’ll strike a bargain with yew.  I’ll spin yar fax for yew, 
Doll.’  . . . . 
‘But I shalln’t tell you, Doll, I shalln’t niver tell yew my 
name,’ . . . .  ‘A year from this day I shall come agen, and then 
yew must guess it.  Nine guesses at my name is what I’ll give 
yew.  If yew dew guess it yew shall see me niver no 
more.’  . . . .  
‘If yew doon’t guess my name, yew shall be mine.’ 
‘ . . . .  That’s the bargain, Doll Codling, that’s my pay for 
spinning yar flax for yew.’  . . . . 
‘No more and no less.  If yew fail in nine yew’re mine!  Mine!  
Mine!’  And the Spindle-Imp stood on his head and twirled 
wrong end up. (p.54.)  
 
ジェイコブズの昔話では 3 回の繰り返しという昔話独特の法則に従って、一晩に 3 回、3
晩にわたる 9回の名まえ当てで､3日目の夜の 9回目に、つまり最後の最後で王妃は名を言
い当てる。ところが、『銀のシギ』のドルは 9 回ともははずしてしまう。小鬼はくすくす
笑って自分の勝利を歌う。 
 
At this the Imp chuckled, 
He, he, he! 
Thar goos nine! 
Come along o’ me, 
Yar mine, mine, mine!   (p.83.) 
 
ここで読者はなぜそうなってしまったのか、これでドルもおしまいなのか、物語は一体ど
うなってしまうのか、昔話の結末と違うのではないかという不安と疑問を味わう。この日
は結婚一年目の記念日にあたり、ドルは一年前の二倍の麻が積まれた部屋に閉じ込められ、
紡ぐことができなければ死刑という立場にあった。つまり、ドルにとっては二重の大ピン
チ、まさに絶対絶命の状態にあった。ところが、小鬼が悪魔らしくなく寛大というべきか、
もう一度ドルにチャンスを与えるのである。赤ん坊と引き離されることへのドルの激しい
抵抗に、小鬼は再びチャンスをやる代わりに、はずしたときは赤ん坊共々連れていくとい
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う申し出をする。 
 
‘. . . .  I’ll strike a bargain.  I’ll give yew another night tew think it over, 
and tomorrow when I come agin yew shall have three more guesses at me, and 
if yew doon’t guess me that time, yew and yar baby shall come tew me for iver.’  
‘And if I do,’ said Doll, ‘you’ll go away for ever?’   
‘That’s a bargain, Doll Codling.’ (p.84.) 
 
上記の台詞を言った後で、小鬼は再び麻をドルの代わりに紡いでやるのである。ここで紡
いでやらないとドルが手に入らないからかもしれないが、何ともお人好しの小鬼である。 
このように、物語は昔話から少し軌道を外れた方向へヒロインを引っ張り、読者にスリ
ルとサスペンスを抱かせることで、本から目を離せなくするという強い魔力を発揮する。
これは一見昔話の規則に違反しているようだが、実はそうではない。白雪姫や眠り姫のよ
うに主人公が一度死んでも（厳密には仮死状態だが）、魔法か特別の薬で生き返るのと同
じである。そのほうが、ポルの活躍も一段とクローズアップされる。小鬼にしてみれば、
その人のよさが仇になった気の毒な結果である。だが、それだからこそ、小鬼も憎めない
脇役として皆を楽しませるのである。 
 
妖精の存在 
 
『銀のシギ』には本来「トム・ティット・トット」には登場しない人物が大勢出場する
が、その中で最も視覚に訴えるのは妖精である。見た目の美しい妖精たちはクリスマス期
の芝居には欠かせない存在であることと、以下の引用からもわかるようにファージョン自
身の妖精好きが、もともとはパントマイムであるこの作品に妖精たちを登場させたに違い
ない。 
 
. . . but it was the fairies, not the angels, who really controlled me.  . . . .  I 
clung to these effects long after I had ceased to “believe” in Fairies, because 
that belief had been my most transcendental experience; . . . .39
 
妖精たちは王にとってGodmothers《名づけ親、教母》であり、王女の命名式に朝の妖精、
真昼の妖精、黄昏の妖精、真夜中の妖精と 4 人も登場する。当然のことながら、妖精につ
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いての外面的描写や登場の様子は細かく、『眠り姫』（Sleeping Beauty）の誕生を祝福し
にやって来た妖精たちを思い出させる。王を演じたブレイクロックは著書『エリナー』
（Eleanor: Portrait of a Farjeon 1966）の中で、この場面はクリスマス時期に上演された
ことから、クリスマス、すなわちキリストの降誕を思わせ、ファージョン自身は幼児期に
命名式（洗礼式）を受けなかったが、ここで登場する妖精たちは彼女の誕生に現れたに違
いないと述べている40。 
妖精たちは赤ん坊である王女の命名式に贈り物をする。朝の妖精は優しい心を、真昼の
妖精は幸福（喜び）を、黄昏の妖精は美しさを、それぞれルビー色の小箱、金色の小箱、
サファイア色の小箱の中につめて登場する。一人遅れてやって来た真夜中の妖精は絶世の
美女で、銀のシギの本当の姿、つまり月の貴婦人である。彼女は王女にではなく、ポルに
銀色の小箱を渡す、中に入っているのは魔法だと月の男であるチャーリーが教える。しか
し、魔法とは一体何だろうか。この小箱の中身、つまり魔法については曖昧なまま物語は
終わる。妖精の贈り物について、ファージョンの姪のアナベルは“At the christening four 
gifts are presented to the baby: a kind heart, happiness, magic and beauty.  Eleanor 
herself had been given the first three, . . . .”41 と述べている。一方、王を演じたブレイク
ロックによれば、優しい心の贈り物は誰もがファージョンに 5 分間も会っていると感じる
彼女の思いやりや寛大さを、幸福の贈り物は何物も弱めることができないファージョンに
持つ人生への強い関心や無邪気な喜びの精神を、魔法の贈り物は数え切れない子どもたち
の心を魅了した彼女の詩や散文、歌に見られる魔法のような作風を、美しさの贈り物はフ
ァージョンの精神的な美しさの輝き（ブレイクロックが、一般的な美貌は彼女に与えられ
ていない、美しさは相対的なものであると、暗にファージョンが美人でないことを述べて
いるのは面白い）だという。42 結局、ポルにとっての魔法とはチャーリーと銀のシギに助
けられながら小鬼を退治することのできた勇気であり、作家ファージョンにとっては物語
を生み出す想像力ではないだろうか。 
こうして銀のシギを 4 人の妖精の一人にすることで、本筋と脇筋が一致したことを示し
ている。つまり、チャーリーと銀のシギは本来の姿に戻り、月へ帰っていくのである。き
らびやかな妖精たちの登場と王女の命名式が重なって、物語としても劇としても最後の華
やかな場面で一応の幕を閉じるのである。その後には、ポルがべッドの中で、以前にチャ
ーリーから貰ったオパール色の貝を耳にあて、先に述べた「月のなかの男、ノリッジへ行
こうとて、…」の長い歌を聞くという最後の章が残っているが、これはいわばエピローグ
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であり、華やかな前章までの舞台の興奮をさます役割をしている。また、先に述べたよう
に、読者は自分とポルだけが銀のシギとチャーリーの脇筋をすべて知ることができるとい
う満足感を味わい、物語を十分に堪能するのである。さらに、その歌を聴きながらポルが
眠りにつくという描き方は、はたして月の男と貴婦人の二人が（物語の中で）本当に存在
したのか、全てはポルの夢だったのではないかと思わせる心憎い演出である。 
 
 
第４章 昔話の要素 
 
数と音のもつ魅力     
 
『銀のシギ』はもともとパントマイムであるため、おかしさ、明るさ、軽快なテンポが
会話や描写（劇では台詞としぐさ）のあちこちに見られ、話の筋を知ってはいても飽きず
に楽しむことができる。上演された劇では、「教訓は楽しい空想話で巧みに隠され、会話
はきびきび進み、楽しい飾らぬ歌が織り込まれていた」43という。そこで物語の『銀のシギ』
の中の会話文に注目してみよう。まず、すべての始まりというべき母親の台詞をとりあげ
てみる。本来の昔話では王妃となる娘はパイを 1日に 5つしか食べていない。 
 
“My darter ha’ ate five, five pies to-day. 
My darter ha’ ate five, five pies to-day.”   
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  
“My darter ha’ spun five, five skeins to-day. 
My darter ha’ spun five, five skeins to-day.”  (J p.2.) 
 
なぜパイは 5つなのか。piesに含まれる二重母音［ai］をもつ数字を表す語として fiveに
したのだろうか。その場合次に出てくる skeinsの二重母音［ei］とは合わないが、skeins
の後に、同じ母音を持つ todayが続くことで、［ai］［ai］［ei］［ei］と二種類の二重母
音が 2回ずつ読まれ、耳に快い音を残す。 
一方、詩人ファージョンはパイをダンプリングに変え、その数を2倍以上の12に増やし、
1日を 30分に短縮している。これは昔話の特徴《昔話は 3やその倍数を好む》44を誇張し
たものと解釈できよう。昔話以上に昔話的である。 
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‘My darter!’ she ejaculated.  ‘Twelve dumplings.  My darter ha’ eat twelve 
dumplings.  A dozen of dumplings my darter eat.  In half an hour, she did, 
right off without stopping.  All twelve of ’em.  Twice six of ’em.  Thrice four 
of ’em.  I’m flummoxed.  The whole round dozen in half an hour my darter 
did, the whole round dozen, she did.’ (p.40.) 
 
twelveと dumplingsには同じ母音はない、つまり韻を踏んでいない。しかし、掛け算を 2
種類（6×2、4×3）も行い、12を 1ダースに言い換えて、繰り返し 12であることを口に
している。全部で 8回。これだけ言えば、読者も観客もその心に 12はしっかり刻まれ、物
語の最後まで忘れることは絶対にないだろう。 
もう一つ気をつけなければならないことは、昔話と違って、王にでまかせを言ったのは
母親ではなく、ポルだということである。もっともポルは最初母親に本当のことを話すよ
うに言ったが、母親がこの恥かしい出来事を王に話してコドリングの家名を傷つけるわけ
にはいかないと言うので、仕方なく、「30分で麻糸のかせを 1ダース紡いだ」と王に進言
してしまう。成り行き上とはいえ王を欺いたのだから、ポルが後に命を危険にさらす冒険
に臨まなくてはならないのは一種の罪滅ぼしと考えられる。さらに付け加えれば、ポルの
年齢は 12である。王の前という緊張した場面でとっさに 12と言ったのは自分に最も馴染
みのある数字だったからかもしれない。 
ファージョンの描き出す昔話以上に昔話的な要素は下記の引用文の比較でもよくわかる。
どちらも王の出した結婚の条件である。 
 
ジェイコブズ： Then he said: “Look you here, I want a wife, and I’ll marry 
your daughter.  But look you here,” says he, “eleven months 
out of the year she shall have all she likes to eat, and all the 
gowns she likes to get, and all the company she likes to keep; 
but the last month of the year she’ll have to spin five skeins 
every day, and if she don’t I shall kill her.” (J p.2.) 
  
ファージョン： ‘Three hundred and sixty-four days in the year she shall have 
all the vittles she likes to eat, all the gowns she likes to wear 
and all the friends she likes to have about her.’ (p.46.)  
‘On the thirty-first day of the twelfth month, Doll shall be shut 
in with a roomful of flax, and she shall spin it into thread for 
my sheets and my towels and my pocket-handkerchiefs.’  . . . .  
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‘And if she don’t, . . . I shall chop off her head.’ (p.47.) 
 
1年 365日の内のたった 1日だけ働けばいいというノルケンズ王の申し出は怠け者にとっ
ては夢のような話、まるで天国のような理想である。昔話の代表とも言うべきジェイコブ
ズの 1ヶ月だけ働くという方が現実的であるのは不思議な感じがする。 
12 をわざわざ 1 ダースと言い換えて確認しているように、1 ヶ月を 31 日と言い直す場
面もある。二重人格の王はベッドを左足から降りると癇癪をおこして暴れまわる。すると
召使たち─家令、コック、乳絞り、庭師─は口をそろえて「今日からあと 1 ヶ月で暇をと
ります。」（‘We leave this day month!’ p.29）と申し出る。それに対して、王は「31日
後に解雇する！」（‘Take thirty-one days’ notice!’ p.29）とすかさず言い返す。このあた
りの王はなかなか鋭い一面もあって、全くの愚か者ではないことを証明している。この言
い換えや言い返しの面白さにはもともとが芝居の台詞だったと頷かせるテンポと活気が感
じられる。 
先の引用例では掛け算だったが、足し算の場合もある。 
 
Doll had nothing to do but be waited on by a hundred servants.  There was 
one to brush her hair, and another to lace her shoes, and a third to sew on her 
buttons, and a fourth to sugar her porridge.  And there were ninety-six more 
to save her the trouble of doing the ninety-six other things we all do every day 
of our lives. (p.60.) 
 
1足す 1足す 1足す 1足す 96は 100（1+1+1+1+96=100）である。ただ大勢というよりは
っきり 100人と言った方が、子どもはその数の多さが想像でき、本当に大勢いるのだと納
得できる。また、具体的な仕事内容は 4 人分しか書かれていないが、残りの仕事内容は読
み手の想像力に任せられる。これも子どもにとっては読書の楽しみである。 
もう一つ興味深いのは、手下に変装したポルのお世辞を小鬼が喜ぶ場面である。余りに
も昔話をはずれた比喩表現からなるほめ言葉だが、読者の理解と笑いを十分に得ることが
できる。 
 
. . . , ‘But yew hain’t so clever as me.  Nobody under the moon’s so clever as 
me.’  . . . .  What d’yew think of me, hey?’   
‘There’s no words in the dictionary,’ said Poll, ‘to tell you what I think of 
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you.’ 
This made the Imp strut more than ever; . . . .   ‘What dictionary?’ he 
asked.  . . . . 
‘I mean a big dictionary,’ said Poll. 
‘How big?’ 
‘The biggest you ever saw.’ 
‘In one volume?’ asked the Imp craftily. 
‘In twenty volumes!’ cried Poll.  
This seemed to satisfy him, and he began once more to strut and swell and 
twirl his tail. (pp.114-15.) 
 
20冊の辞典と言えば、1組 20冊の百科事典を想像するのが普通である。そうだとすれば、
至上最高の知恵の持ち主ということになり、小鬼が威張るのも納得がいく。と同時に、小
鬼の単純な性格が読み取れる。 
以上は皆きりのいい数だが、半端な数の面白さもある。 
 
‘Go straight to your room,’ said old Nan in her sternest voice, ‘pull down the 
blinds, stand in a corner and count a-thousand-and-one.’  . . . .  
‘You’re no better than he is. A-thousand-and-one, mind, the pair of you.’ 
(p.80.) 
 
‘Two hundred nine-and-twenty years shall you lie there,’ murmured 
Charlee to the sleepers (i.e. the queer things). (p.123.) 
 
なぜ 1000回ではなく、1001回数えなければならないのか、なぜ悪は 229年間眠らなくて
はならないのか、残念ながらその理由は不明だが、「たくさん」「ずっと」「長い間」等
という漠然とした言い方より、聞き手や読み手の記憶に強く刻まれることは確かである。 
一方、きりのいい数とそうでない数の組み合わせもある。 
 
Cookie (i.e. the cook) was baking an extra batch of gingerbread boys with 
currant eyes, as if seven-thousand-seven-hundred-and-seventy-seven 
weren’t already more than enough. (p.131.) 
 
7777個ならきりもいいが、それにもう一釜増えたら、何個になるのかは曖昧である。おそ
らく半端な数になるだろうが、それを明記しないことから、やはり聞き手や読み手の心に
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残るのは 7777というラッキーな数字であろう。 
言うまでもなく、昔話では数が重要性をもつ。3 つの願い、7 人の小人、12 人の王女な
ど誰もがその具体例をすぐに思い出すだろう。昔話における数の中でも３が最も好まれる
ことも周知の事実である。ファージョンは昔話風の作品の中でも 3 回のくり返しをよく用
いている。「ヤング・ケート」（“Young Kate”）では女中のケートは雇い主に外出を 3度
止められるが、6年後に次の奉公先へ行く途中で、3人の超自然的存在に会う。「小さな仕
立て屋さん」（“The Little Dressmaker”）の王妃候補の令嬢は 3人で、舞踏会は 3回開か
れ、仕立て屋の娘は 3枚のドレスを縫う。「レモン色の子犬」（“The Clumber Pup”）の
ジョーの父親の給料が 3シリング､ジョーは 3シリングでいじめられていた犬を助ける。そ
して王女の 3つの願いを当ててかなえることでジョーは王女と結婚する45。 
 
最後尾優先 
 
オールリク（Axel Olrik 1864-1917）やリュティらの理論によれば、昔話には「一連の
物語要素のうち、最後のものが最重要であること」という「最後尾優先」の法則がある。46 
具体的には「ばかな末っ子がもっとも成功し、幸せになる」とあるが、確かに昔話では末
っ子にスポットライトがあてられる。それと相反する「最前部優先」という法則もある。47 
これは「長男がまず運試しに出かける」というものである。これらの法則は『銀のシギ』
では働いているだろうか。コドリング家の子どもたちは男 4人女 2人の 6人である。ドル
が 18 歳で、12 歳のポルが末っ子であることは明記されているが、お飾り的存在の兄弟た
ちの年齢は不詳である。恐らくドルとポルの間に入るのではないかと推察できる。末っ子
ポルが最も活躍することはすでに十分述べてきた。確かに昔話の法則の「最後尾優先」は
生きている。一方、ドルがコドリング家の子どもたちの中で一番年長ならば、そうでなく
ても姉妹にしぼれば姉で長女なのだから、ドルが優先されるのは当然である。また、ドル
は「ノーフォークで一番下手な糸紡ぎ娘」（“the worst spinster in Norfolk” p.142）であ
る。これこそ紛れも無い「最後尾」である。母子家庭で、生活レベルも最低とは言わない
が、決して良い方でないこととも確かである。国の中でも下層階級にある「ノーフォーク
で一番下手な糸紡ぎ娘」が王妃、つまり昔話では最も地位の高い女性で最も幸せな女性に
なる。まさに昔話の基本である。だが昔話と違って王が完璧に程遠い人物だけに、ドルが
自分の無能ぶりを隠さず告白することで、ドルの幸せを皆が素直に喜ぶのである。王の愚
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かさは小鬼の名まえ当てという最後のクライマックスで時間をたっぷりかけて描かれてい
る。王の愚かさは国一番かもしれない。それならば、王もまた「最後尾」である。お馬鹿
さんの王と怠け者のドルは、その名まえ―ノルキンズの愛称ノル（Noll）とドル（Doll）
は綴りも発音も似ている―からもまさにお似合いのカップルと言える。 
 
「ちょうど」という構成 
 
リュティらの理論には、状況の一致という昔話の精密な構成が含まれている。48 「…す
るとちょうどそこへ…」という展開は昔話ではよく見られる。「ちょうど」という構成の
仕方は昔話にとって本質的に重要なものである。つまり、シンデレラが 12時になる直前に
城を去り、12時なった瞬間に元の姿に戻る。追いかけてきた巨人がもう少しで地上に届く
所で、ジャックは斧を振り下ろして豆のつるを切り倒し、巨人は墜落死する。こうした時
間の「ぎりぎり」「すれすれ」のようなことは単に偶然に起こるのではないのだという。 
 
‘Not another minute more,’ snarled the Imp.  ‘Time’s up!’  He made a grab 
at the baby in the cradle.   
For the last time Doll, all hope gone, moaned, “Poll, Poll, Poll, where are 
you?’ 
The window was pulled wide open and there on the sill stood Poll, her ugly 
disguise all torn, her face all stained, her hair all loose, her breath all but gone, 
after her long run.  She had just enough left to gasp, in a fierce whisper: 
‘Nimmy-nimmy-not!’ 
The Imp shrank and shrivelled under the glare in her eyes. (pp.154-55.)    
 
昔話の法則に従い､ドルがもうこれまでと思った瞬間にポルが現れて、全てが解決する。危
ない綱渡りをして自分の命を危険にさらしてまで姉の幸せのために冒険するポルは、「モ
リー・ウァッピー」（‘Molly Whuppie’）のモリーを彷彿とさせる。だがモリーたち 3姉妹
が 3人の王子と結ばれるの対して、ポルはまだ 12歳、相手がいないままで物語は終わる。
この年齢設定はもともとが子供向けのパントマイムあるいは物語を意識したからだろうか。
それともまだ性を感じさせない少女を少年のように活躍させるためであろうか。だが、ポ
ルが少女だからこそ、口喧嘩して王をやりこめる場面が滑稽であり、胸がすく思いを読者
あるいは観客に与える効果は大きい。第二次世界大戦が終わり、女性がようやく人権や地
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位向上に目覚め始めた頃の作品と考えれば、活躍する主人公が少女で最後が結婚という終
わり方をしていない（ポルは結婚を夢見ることもしていないし、王に弟はいないから、将
来王族と結婚する可能性も極めて低い）のは、時代を先取りしたようで興味深い。 
 
一次元性 
 
リュティ論によれば昔話には一次元性あるいは平面性と呼ばれる大きな特徴がある｡49 
主人公は驚きを感じることなく超自然的存在に出会ったり、接触するのである。その一次
元性の要素はファージョンの世界では、ビショップ（Claire Huchest Bishop）が「実際的
なものと想像的なものを結合させる」と述べている50ように、自然な形で浸透している、と
いうよりファージョンの世界では当然のことなのである。先に述べたように、ドルもポル
も小鬼に出会って嫌悪感や恐怖感を抱いても、その登場も存在も素直に受けとめているし、
王は妖精たちの登場を喜んでいる。また、トム・ティット・トットの手下たちが、変装し
たポルをさほど違和感を抱かず、仲間扱いしている場面も同様に見なされる。 
現実の生活も想像の世界もそのまま続いているような描き方はファージョンの作品の特
徴であると同時に、昔話の特徴でもある。フィッシャー（Margery Fisher）が「彼女にと
って聖人も妖精も天使も人々も幽霊もいつでも一緒に歩き、話す」51と述べているように、
ファージョンの作品では現実と昔話の要素が巧みに合わさって溶け込み、独特の世界を創
りあげている。言い換えれば、ルイス（Naomi Lewis）が評するように「民話観の鋭い永
遠の知恵で満たされている」52のである。 
 
 
おわりに 
 
ジェイブズの『英国民話集』では 43篇収められている昔話の最初の作品が「トム・ティ
ット・トット」である。ジェイゴブズはこの話を自分が採集した昔話の中で最も優れたも
のの一つで、自分の知るヨーロッパ大陸の類似話よりはるかにまさっていると自負してい
る。53 これは英国人なら誰でも知っている昔話で、ヨーロッパにも日本にも似たような話
（『大工と鬼六』）があることはすでに明らかにされている。従って、その「トム・ティ
ット・トット」を題材にした『銀のシギ』をクリスマス期に皆が楽しめるパントマイムの
－132－ 
The Silver Curlewについての一考察 
題材として、ファージョンがシンデレラ（『ガラスのくつ』として上演）に引き続いて選
んだのは当然のことである。しかしそれだけに独創的な工夫が必要とされた。実際ファー
ジョンは昔話の法則を守る一方で、大胆な法則違反を行なった。まず、昔話では曖昧な場
所をはっきりとノーフォークに指定し、登場人物たちに名まえを与え、中心人物の年齢ま
で明らかにした。そして簡潔なストーリーに伝承童謡を滑り込ませ､本筋に脇筋を巧みに絡
ませる。多彩で個性的な登場人物、美しいドレスや装飾品、美味しいご馳走など細かな舞
台装置の描写は読む人に昔話の世界を鮮やかに復元させる。心地よいリズムによる詩を散
りばめ、読者の耳を繰り返し魅了する。さらにそれぞれの登場人物の心理描写を詳細に描
くことにより、読者は好みの人物に感情移入しながら、ストーリーの展開を楽しむことが
できる。これは昔話を素材として独自の文学世界を創り出したアンデルセンと同じ手法で
ある。ファージョンの作品は寄せ集めで、むらがあると言われ54、時代遅れで、甘ったるく、
そのヴィジョンはトールキン（J. R. R. Tolkien）ほど大規模ではなく、C.S.ルイス（C. S. 
Lewis）のように善悪の根本的問題を扱うことはなかったという批判もある55が、その感受
性から現代社会の悪に直接言及することはないが、勇気と愛のような時間を超えたテーマ
を描いているのだとする評価もある。56 また、昔話や伝説など原話が再話者の考え方や想
像力によってより豊かなものなることがあるが、これはファージョンの再話ではよく見ら
れることであるとするコルウェルの評価57は見逃せない。彼女が昔話の再話に成功した要因
のひとつに、幼い頃から昔話に深い関心が持ち、その展開の仕方や慣用句などが自然に身
についていたことがある。彼女の作品には子どもの遊びやわらべ歌、慣習、言い伝えなど
民間伝承からのヒントが数多く見られることはよく知られている。『銀のシギ』も例外で
はないことはすでに述べてきた通りである。 
『銀のシギ』は昔話の再話と創作の間に位置する作品と捉えることができる。実際、ど
こまでが昔話でどこまでが創作なのかわからないほど見事に融合している。長く民間に伝
わってきた昔話や伝承童謡の良さを損なうことなく、独特のユーモアやナンセンスによる
笑いで登場人物たちを身近に感じさせるようにファージョンは描いている。人々は善人だ
が愚かで、社会はのどかで平和で、それでいて小さないざこざが絶えない『銀のシギ』の
世界は、一見現実離れしているようだが、実はどこにでもある人間社会である。と同時に
心の故郷とも言える昔話の世界でもある。ファージョンにはいつでもあふれるばかりの想
像力と愛があった。実生活では、生涯正式な結婚もできないまま相手に先立たれ、子ども
にも恵まれず、経済的にも不安な時期も続いたが、惜しみなく他人を援助し、常に前向き
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に人生を歩んでいた。周囲からスト－リーテラーとしての才能を高く評価されていたファ
ージョンは、彼女の作品『年とったばあやのお話かご』（The Old Nurse’s Stocking Basket, 
1931）に登場するせがまれて子どもたちに昔話をする乳母その人である。その人生を眺め
ると、ファージョン自身が物語の登場人物のように思われてくる。昔話と同様に、愛や勇
気など普遍的なテーマを扱うファージョンの作品は、人々が想像力を失わない限り、永久
に読まれ続けるだろう。 
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